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第１１回和歌山地方裁判所委員会議事概要

第１ 開催日時

平成１９年５月２２日（火）午前１０時から午後零時まで

第２ 開催場所

和歌山地方裁判所第１会議室

第３ 出席者

（委員）

浅井和子，石橋徳子，岡田隆弘，岡本 浩，加藤朋寛，佐本桂子，寺下

能明，成川洋司，松本哲泓，三吉 修

（欠席者）西中美裕，畑 純一，矢野裕一 （五十音順，敬称略）

（事務担当者）

油谷和夫，森川守一，打田 實

（庶務）

松阪 茂，山 智弘

第４ 議事〔発言者／ ◎：委員長，○：１号委員（学識経験者 ，●：２号委員）

（弁護士 ，△：３号委員（検察官 ，□：４号委員（裁判） ）

官 ，■：事務担当者又は庶務〕）

１ 開会

２ 成川委員長代理から新任委員の紹介

３ 松本委員を委員長に選出

４ 「第２期裁判所委員会についてのアンケート調査」と題する書面について

委員長が，２００７年４月付けで 「地裁・家裁委員会に提言する市民の，

会（東京 」及び「司法改革大阪各界懇談会（大阪 」と称する団体から，） ）

，「 」地方裁判所委員会あてに 第２期裁判所委員会についてのアンケート調査

と題する書面が送付されていることを説明して，対応についての意見を聴取
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したところ，庶務方において回答するとの意見を得た。

５ 意見交換（裁判員制度について）

， 「 」 「 」◎ 裁判員制度の今後の広報活動として 広報用映画 評議 及び 裁判員

の上映会等の実施を検討しているところ，感想や意見をうかがいたい。

○ 「評議」は，映画としてはよいと思う 「評議」を見た後，身が引き締。

まった。

○ 上映時間が１時間を超え，比較的長いことから，何かと抱き合わせた形

での研修に利用する場合は，時間設定が難しいのではないか。

○ 経営者が集まった中で 「評議」を見たが，映画好きにはおおむね好評，

であった。ただ従業員が裁判員として参加した場合，有給休暇を設けるか

どうかという点では大変であるという意見があった。また，ドラマどおり

にうまく行くのかという意見もあった。

● 裁判員制度について，説明に行く場合には，３０分や６０分という依頼

が多い。学生を対象として説明するなど，裁判員制度全体を理解してもら

うには役立つと思うが，上映時間が３０分程度のもので，残りの３０分は

補足説明するというような方策も必要ではないか。

△ どういう場面でどのように使うかがポイントである 「裁判員」は，選。

任手続を踏まえ，分かりやすく作られていると思うが 「評議」は，早い，

， ，時期に作られたこともあり 今の裁判員制度に対するイメージからすると

少し違ったものになってはいないか。

◎ 裁判官が，上映会や座談会とセットで裁判員制度について説明をしよう

と考えているが，他に何かよいアイデアはないか。

○ 裁判員制度の広報を行う際，上映会だけでいいのか，勉強会等も盛り込

むべきかは集まってくる対象によって変わると思う。最終的にはマーケッ

トに聞けという原則があるが，困ったときにはアンケートを取って絞り込

みを行い，ターゲットごとに方策を練るのが得策だと思う。若い人なら興
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味を持ってもらうために，映画のように一般受けする形で裁判員制度の広

報活動を行ったり，経営者であれば，裁判員制度が導入された場合，運営

上の問題点があると思われるので，経営者に実務的な観点から説明を行う

など，ターゲットによってやり方を変える必要があるのではないか。

， ， ，◎ 裁判員制度は 一般の人を対象に広報活動を行う必要があるが 例えば

ロンドンなどでは，裁判官は昔は赤い法服を着用していたが，時代祭のよ

うな仮装行列をするなど，国民の皆さんに裁判そのものに関心を持っても

らうということをきっかけにすることも考えられるがどうか。

○ 裁判員制度に関するレジュメを渡して，ロールプレイングをするなど参

加してもらうやり方はどうか。

◎ 裁判のゲームもあると聞くが，ゲーム的な要素を入れることはどうか。

○ 一般の人は，裁判自体になじみがないので，裁判員制度の説明を行って

も集まらないのではないか。県庁職員や市役所職員などの公務員や教職員

等に絞って，ビデオ等を利用した説明を行い，数をこなしていくことが必

要ではないか。

◎ 観客を集めるために，他に工夫の余地はないだろうか。

○ 県民性もあるのか，いろいろな企画を立てて催しを行った場合，同じ人

が来るということが多い。

○ 裁判員制度の広報手段として，ビデオは有力な武器になると思う 「音。

楽と映画の夕べ」なるものを企画し，裁判所の建物や中庭を使って，金曜

日の夕方に音楽と映画を見てもらうというのはどうか。勤め帰りに来ても

らうよう繰り返し実施することはどうか。また，上映に当たっては，アメ

リカの陪審裁判の映画も上映し 「アメリカの映画と見比べてみよう 」， 。

などとキャッチフレーズを考えることも必要ではないか。

○ 「裁判員制度」という言葉は，国民に知れわたっていると思うが，著名

人が，裁判員制度について議論する等，テレビ番組等に取り上げてもらう
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ともっと認識度が上がるのではないか。原則的には，広報効果を上げるた

めには，人の通るところに出かけていき，活動を行うことが大事である。

人通りとなると，和歌山では，ＪＲ駅前とかブラクリ丁とかに出かけてい

き，ＤＶＤとかゲーム性のものでもよいが，一種のアミューズメントとい

った感覚で裁判員制度の広報を展開していくことが必要ではないか。

◎ 裁判員制度の準備活動をどうするかということで，模擬裁判を行ってい

るが，選任手続から裁判員裁判までの一連の手続を何回か模擬で実施しな

いと分からない点がある。評議のほか，裁判員選任手続については，制度

がかなり具体化してきたので，できるだけ現実に近い形で模擬の選任手続

を行う必要がある。仕事等で忙しくて参加できない人も模擬の裁判員候補

者名簿に入れるなど，偏りがない形で模擬の選任手続を実施していきたい

と考えているが，個人情報の保護という観点から，名簿の作成は難しい。

そこで，企業を媒体として模擬の選任手続に参加してもいいという人を

， ， ，１０人程度選任してもらうことも考えているが 様々な業種 事業所規模

職種等から広範囲の企業の協力を得ながら，実際の裁判員候補者名簿の趣

旨に添うようなものができるかという問題がある。

● 経営者協会を利用すれば，企業の協力が得られるのではないか。

○ 中小企業に頼んで名簿を作るというのは，難しいと思う。

○ 名簿を出すにしても，管理職程度で，派遣社員やパート職員の名簿まで

は，出せないのではないか。

， 。 ，◎ 名簿を作成することで どういう辞退事由があるのか知りたい 例えば

農業では作物によって繁忙期が変わるし，漁業も繁忙期があると思うが，

辞退事由をどのようにして把握すればよいのだろうか。

○ アンケートを取るのが得策であると思う。経営者としては，裁判員候補

者として抜けられるのは痛い。大企業では，裁判員候補者として一人抜け

， 。ても代替の者があるが 中小企業となると実質的には難しいのではないか
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また，現実的には，企業側も，喜んで社員を裁判員候補者として出席させ

るということは難しいのでないか。

◎ 現実的には，一定の期間，例えば，この２か月は避けて欲しいという期

間を指定してくる場合，どういう業種がそれに該当するのか把握したい。

水稲の収穫時期は同じであるが，果実の場合は種類によって違うのではな

いか。

○ 今では果実も年柄年中取れるので，その点については，農協等で調査す

れば分かるのではないか。

○ 企業間格差が進んでいて，従業員が５０人規模であれば何人の名簿が出

せるとか，１００人規模であれば何人出せるという問題ではなく，従業員

が少なくても，優良企業は伸びている。しかし，慢性的に企業経営が厳し

くなっており，和歌山の場合は，特に厳しいと思われる。

５ 次回の予定等

◎ 次回の予定等については，後日，決定することとする。

６ 閉会（午後零時）


